
 

 

 

　

　

　

　 　

　

 

  

安居地区だより
安居地区の現状（令和４年６月末）

人 口：５４８人 －１３

男 ：２６２人 － ３

女 ：２８６人 －１０

世帯数：１８９世帯 － １

（前年同月比）

第36号 令和4年7月25日発行

安居地区協議会

安居交流センター内

〒939-1554 南砺市安居199番地-2

TEL・FAX 0763-22-4420

Mail yasui.kmn@gmail.com

「軽体操」＆「ドッヂビー」講習会

７月１７日（日）午前１０時からコミュニティ

菅の山において安居地区長寿会主催の「軽体操」

&「ドッヂビー」講習会が実施されました。

当初、安居地区ＰＴＡと共催でしたが、新型コ

ロナの感染拡大のため、小学生は不参加になりま

した。

ふくのスポーツクラブの井上太貴講師の指導の

もと入念な準備体操を行い、ウレタンディスクの

パス練習をした後、対抗試合に臨みました。

ウレタンディスクは、なかなか思い通りに飛ば

ず、参加した皆さんは悪戦苦闘しましたが、子ど

もの頃のドッジボールを思い出し、童心に帰って、

暑さも忘れる熱戦を繰り広げました。



 

 

 

 

 

 

 

南砺市新型コロナウイルスワクチン４回目接種について

〇４回目接種対象者

新型コロナウイルスワクチン３回目接種完了した、市内に住所のある方で下記のいずれか

に該当する方

（１）６０歳以上の方（４回目接種日時点）

（２）１８歳～５９歳で基礎疾患を有する方

その他、重症化リスクが高いと医師が認める方（妊婦等）

※（２）に該当する方は、事前申請が必要

〇接種ワクチン

「集団接種」ではモデルナ社、「個別接種」ではファイザー社

安居地区協議会では引続きワクチン接種の予約のお手伝いをしています。

予約の仕方に不安がある方、仕事中にＰＣやスマホが使いづらく予約ができない方などご相談ください。

（相談の際にはクーポン券を持参ください。特に「個別接種」を希望の方はクーポン券の予約開始予定日

を確認の上、事前に交流センターまでお越しください。）

ふれあい交流会が開催されました

７月２４日（日）午前１０時から安居集会所におい

て、和みの会主催の「第１３１回ふれあい交流会」が

感染予防対策を徹底して開催されました。

前会長の退任のあいさつ、会員の自己紹介の後、

ほっとあっとなんと体操、指の運動、きよしのズンド

コ節体操を行い、そして今回は会員（フラフラガール

ズ）によるフラダンスが披露されました。

フラダンスの手話の説明を聞き、アンコールにも応

えてもらい、参加した皆さんは大いに楽しまれました。



来場の方は手指の消毒の後、受付で記名と検温を行っていただきます。

プラネタリウム観察希望の方には入場カード（各回２０名）をお渡しします。

カードには開始時間が記載してありますので、時間に合わせてドーム前に集合ください。

時間までは、カローリングを体験したり、天気が良ければグランドを利用したりしてお過ごし

ください。



　

　

　

　

　

安居地区協議会の

ホームページはこちら

地区協議会の予定や、交流センターの

予約状況などいつでも確認できます。

ホームページのカレンダーからどうぞ

安居交流センターの開館時間

午前８時３０分～午後５時３０分

職員が常駐しています。

（土・日・祝日は休みです。）

利用申し込みは電話でＯＫです。

ＴＥＬ０７６３－２２－４４２０

８月の資源回収を手伝っていただく方

を募集します。

条件 安居地区に住んでいる方で高校生以上

（事前申し込みが必要です。）

日時 ８月１９日（金）午前６時～７時

報酬 １，０００円

回収終了時に現金でお渡しします。

（遅刻・早退があると報酬はお支払いできま

せん）

内容 ペットボトル・アルミ缶・

ペットボトルキャップの受付

人数 安居集会所駐車場 ２名

上川崎公民館駐車場 １名 計 ３名

申し込み方法 地区協議会事務局

（安居交流センター内）へご連絡ください。

先着順に受付します。８月１２日（金）まで

今年も体育祭を中止します

毎年８月上旬に行っていました地区体育祭は中止となりました。

代わりとしまして、９月下旬に防災訓練とスポーツの体験会を計画しています。

内容につきましては、感染症対策などについてしっかり議論して、住民の皆さんに参加してい

ただけるようにしていきたいと思っています。

感染症対策を続けましょう。

新型コロナウイルス感染症が再拡大してい

ます。これまでの感染症対策を続けていくこ

とが大切です。また自分の周りの状況（高齢

の家族と一緒にいるなど）をよく考えて、行

動することが重要になってくると考えられま

す。

熱中症に気を付けて


